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シ
リ
ー
ズ

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
③

男
女
共
同
参
画
の

目
指
す
も
の

４
月
か
ら
第
３
期
市
男
女
共
同

参
画
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。同

計
画
に
は
「
性
別
に
と
ら
わ

れ
ず
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
ま
ち
へ
」
と

い
う
副
題
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

同
計
画
さ
ら
に
は
そ
の
策
定
の
根

拠
に
な
っ
て
い
る
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
の
最
も
大
事
な
理
念

が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
は
、
た
だ
男
性
と

女
性
が
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
る
と
い

う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る

と
こ
ろ
の
あ
る
個
々
人
を
「
男
性
だ

か
ら
」
「
女
性
だ
か
ら
」
と
た
っ
た

２
つ
の
枠
に
当
て
は
め
て
単
純
化
し

て
、
自
分
や
家
族
、
さ
ら
に
は
他
人

の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
慣
習
に

入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
女
性
の
方
が
気
配
り
が

で
き
る
か
ら
受
付
に
、
と
い
う
こ
と

は
仕
事
だ
け
で
な
く
地
域
の
行
事
な

ど
で
も
み
ら
れ
る
光
景
で
す
が
、
男

性
の
中
に
そ
の
よ
う
な
対
応
が
得
意

な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
逆
に
苦

手
な
女
性
も
い
る
で
し
ょ
う
。

仮
に
現
在
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ

る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
役
割
を
任

さ
れ
た
経
験
の
違
い
に
よ
る
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
男
の
人
が
育
児
休
業
を
と
っ
て

何
が
で
き
る
の
？
」
と
い
う
声
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
女
性
が
育
児

休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
職
場
で
も
、
男
性
が

長
期
に
仕
事
を
抜
け
る
の
は
困
る
と

い
う
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

な
ぜ
女
性
は
抜
け
て
も
大
丈
夫

で
、
男
性
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。
男
性
と
女
性
で
違
い
が
あ
る
と

考
え
て
し
ま
う
と
き
、
細
か
く
原
因

を
考
え
て
い
く
と
実
は
別
の
面
で
の
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違
い
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

は
ず
で
す
。

第
３
期
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の

ス
タ
ー
ト
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

育
児
休
業
制
度
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変

更
が
あ
り
、
本
人
あ
る
い
は
配
偶
者

が
出
産
し
た
従
業
員
に
は
育
児
休
業

取
得
の
意
向
確
認
を
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
会
に
、
仕
事
で
も
家

庭
で
も
地
域
で
も
性
別
に
関
わ
ら
ず

個
人
の
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
社
会

の
あ
り
方
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長

甲
南
大
文
学
部
社
会
学
科
教
授

中

里
英
樹
）
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れ
「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
」

１２
月
１７
日
㈯
午
前
１０
時
、
ス
ワ
ン
ホ

ー
ル
で
。

定
員
３０
人
。
先
着
順
。

＊

＊

問
中
央
公
民
館
!

７８４
・
８
０
０

０
。

★
冬
の
カ
リ
ヨ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

１２

月
１７
日
㈯
午
後
４
時
〜
４
時
４５
分
、

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
前
カ
リ
ヨ
ン
塔
で
。

問
市
同
和
・
人
権
・
平
和
課
!

７８４

・
８
１
４
８
。

★
※
伊
丹
市
吹
奏
楽
団
第
９７
回
定
期

演
奏
会

１２
月
１７
日
㈯
午
後
６
時

半
、
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

で
。定

員
５００
人
。
要
整
理
券
（
整
理
券

は
１２
月
２
日
か
ら
市
役
所
４
階
の
文

化
振
興
課
、東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
、

伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
配

布
。
１
人
３
枚
ま
で
）。
先
着
順
。

問
市
文
化
振
興
課
!

７８４
・
８
０
４

３
。

★
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

１２
月
１９

日
㈪
午
後
２
時
、
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
。

同
ホ
ー
ル
受
講
生
に
よ
る
発
表

会
。問

伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

!

７８０
・
２
１
１
０
。

次
の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
（
※
除
く
）。

★
ミ
ニ
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
！

▽
１２

月
２
日
㈮
午
前
１０
時
半
▽
５
日
㈪
午

後
４
時
、
こ
ら
く
る
で
。

対
象
は
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
各
５
組
。
先
着
順
。

問
こ
ら
く
る
!

７６７
・
７
６
７
６
。

★
子
育
て
サ
ロ
ン

１２
月
１４
日
㈬
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時
、
ス
ワ
ン
ホ
ー

ル
３
階
の
多
目
的
室
４
で
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
バ
ル
ー
ン
作
り
や

工
作
―
―
な
ど
。

対
象
は
就
学
前
と
そ
の
保
護
者
。

◎
子
ど
も
遊
び
の
広
場

す
ぽ
・
ぷ

岡
小
５
年
）、
大
沢
直
希
（
同
）、
佐

藤
佳
音
（
昆
陽
里
小
６
年
）。

【
中
学
校
の
部
】
▽
特
選
$
藤
田

知
里
（
東
中
３
年
）
▽
入
選
$
荻
野

絢
人
（
笹
原
中
２
年
）
、
姫
野
美
紗

希（
同
）、
西
村
百
加（
北
中
３
年
）、

大
木
心
結
（
東
中
２
年
）。

【
高
等
学
校
の
部
】
▽
特
選
$
井

上
か
ほ
り
（
伊
丹
北
高
２
年
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
!

７８４
・
８
０
９
５
。

新
会
員
に
迎
え
ま
し
た
。

問
市
文
化
振
興
課
!

７８４
・
８
０
４

３
。

◆
第
１９
回
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
公
開

選
考
会
を
開
催

１２
月
１７
日
㈯
午
後

２
時
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
。若

手
俳
人
の
登
竜
門
と
な
る
「
鬼

貫
青
春
俳
句
大
賞
」の
公
開
選
考
会
。

定
員
１００
人
。
無
料
。

&
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
へ
。
先
着
順
。

◆
令
和
５
年
伊
丹
新
春
俳
句
大
会
を

開
催

来
年
１
月
７
日
㈯
午
後
１

ぐ
ら

時
、
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
地
下
１

階
の
多
目
的
室
で
。

当
季
雑
詠
（
新
年
か
冬
）
で
２
句

を
持
参
。

参
加
料
千
円
。当
日
直
接
、会
場
へ
。

問
市
俳
句
協
会
事
務
局
!

０９０
・
３

４
８
７
・
６
９
８
６
へ
。

◆
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
を
決
定

市
選
挙
管
理
委
員
会

と
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の

特
選
・
入
選
者
を
次
の
通
り
決
定
し

ま
し
た
。（
敬
称
略
。
順
不
同
）。

【
小
学
校
の
部
】
▽
特
選
$
巽
穂

乃
花
（
桜
台
小
５
年
）
▽
入
選
$
虎

若
佑
音
（
同
６
年
）、
浅
海
結
珂
（
有

推
進
班
!

７６４
・
５
８
７
０
（
フ
ァ
ク

ス
７８４
・
３
２
８
１
）。

◆
動
画
で
学
ぶ
介
護
の
知
識

市

は
、
介
護
に
つ
い
て
学
べ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
次
の
通
り
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
】

▽
対
象
$
介
護
未
経
験
者
▽
内
容
$

介
護
の
基
本
的
な
知
識
と
基
本
的
技

術
を
学
ぶ
。

【
生
活
援
助
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
】

▽
対
象
$
１６
歳
以
上
の
市
民
▽
内
容

$
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
援
助

提
供
に
必
要
な
知
識
を
習
得
。

＊

＊

無
料
。

&
市
介
護
保
険
課
!

７８４
・
８
０
３

７
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
も
可
）
へ
。

伊
丹
賞
$
池
口
理
紗
（
尼
崎
市
。
左

上
写
真
）▽
市
長
賞
$
望
月
高
明（
野

間
２
）
▽
議
長
賞
$
志
田
重
司
（
宝

塚
市
）
▽
教
育
長
賞
$
竹
内
清
（
川

西
市
）。

◆
市
芸
術
家
協
会
新
人
賞
・
新
会
員

を
決
定

市
芸
術
家
協
会
は
、
書
で

活
躍
す
る
福
谷
華
紅
さ
ん
を
新
人
賞

に
決
定
し
、
書
の
高
岡
佳
泉
さ
ん
、

声
楽
の
前
田
令
子
さ
ん
含
め
３
人
を

か
郵
送
（
消
印
有
効
）
で
〒
６６４
・
８

５
０
３
伊
丹
市
教
育
員
会
事
務
局
教

育
政
策
課（
!

７８４
・
８
０
８
１
）へ
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
集
団

接
種
会
場
の
変
更

▽
１２
月
４
日
㈰

ま
で
旧
博
物
館
▽
１２
月
７
日
㈬
か
ら

新
庁
舎
５
階
の
５０１
会
議
室
で
す
。
同

会
場
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
ま

す
。市

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推

進
班
の
窓
口
は
、
い
た
み
総
合
保
健

セ
ン
タ
ー
１
階
で
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お

早
め
に

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

年
末
年
始
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
１２

月
中
の
接
種
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。問

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

１
４
６
。

◆
第
５７
回
伊
丹
市
展
の
入
賞
作
品
を

決
定

今
年
は
４
部
門
に
計
２３３
点
の

応
募
が
あ
り
、
う
ち
１６６
点
が
入
賞
・

入
選
し
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
。
順
不
同
）。

【
洋
画
・
日
本
画
】
▽
伊
丹
賞
$

奥
村
誠
（
西
宮
市
）
▽
市
長
賞
$
岩

下
千
広
（
寺
本
５
）
▽
議
長
賞
$
口

分
田
み
ど
り
（
西
台
３
）
▽
教
育
長

賞
$
門
脇
基
洋
（
鈴
原
町
３
）。

【
書
】
▽
伊
丹
賞
$
西
村
卓
也（
宝

塚
市
）▽
市
長
賞
$
柄
谷
綾
子（
西
野

８
）▽
議
長
賞
$
平
井
華
恵（
宝
塚
市
）

▽
教
育
長
賞
$
指
輪
桂
舟（
尼
崎
市
）。

【
写
真
】
▽
伊
丹
賞
$
西
村
俊
裕

（
三
田
市
）
▽
市
長
賞
$
羽
田
範
子

（
同
）
▽
議
長
賞
$
な
か
に
し
宏
明

（
宮
ノ
前
３
）
▽
教
育
長
賞
$
浅
野

三
雄
（
京
都
府
船
井
郡
）。

【
デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑
・
工
芸
】
▽

年
２
月
３
日
ま
で
に
郵
送
（
消
印
有

効
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
保
育
課
（
!

７８４
・
８
０
３
５
）
へ
。

５
月
入
所
の
申
し
込
み
は
、
３
月

１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◆
産
業
技
術
短
期
大
の
伊
丹
市
特
待

生
候
補
者
選
考
を
実
施

来
年
１
月

２３
日
㈪
午
後
１
時
、
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
。

応
募
資
格
は
市
内
在
住
か
市
内
の

高
校
に
在
籍
す
る
今
年
度
卒
業
見
込

み
の
生
徒
。

&
申
込
書
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
来

年
１
月
６
〜
１３
日
午
後
５
時
に
直
接

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
所

に
贈
ら
れ
ま
す
。
評
価
さ
れ
た
点
は

次
の
通
り
。

【
㈱
パ
ウ
レ
ッ
ク
】
▽
仕
事
と
介

護
や
育
児
な
ど
生
活
の
両
立
の
た
め

の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
▽
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
勤
務
な
ど
社
員
個
人
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
▽
社
外

向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
や
海

外
へ
の
技
術
視
察
な
ど
に
女
性
が
活

躍
し
性
別
に
関
わ
り
な
く
活
躍
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
―
―
な
ど
。

【（
社
福
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
兵
庫
六

甲
福
祉
会
】
▽
資
格
取
得
支
援
制
度

に
よ
る
職
域
拡
大
や
能
力
向
上
に
向

け
た
研
修
の
充
実
な
ど
▽
７.５
時
間
勤

務
、
選
択
的
週
休
３
日
制
の
試
行
や

副
業
・
兼
業
制
度
の
導
入
な
ど
先
進

的
で
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進
▽
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ポ

ス
タ
ー
作
成
、
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
配

信
に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
―
―
な

ど
。問

市
男
女
共
同
参
画
課
!

７８４
・
８

市
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

所
に
、㈱
パ
ウ
レ
ッ
ク（
北
河
原
５
。

写
真
左
）
と
（
社
福
）
ジ
ェ
イ
エ
イ

兵
庫
六
甲
福
祉
会（
中
央
４
。
同
右
）

を
決
定
し
、
１１
月
１４
日
、
「
第
１３
回

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
表
彰

式
」
を
行
い
ま
し
た
。

同
表
彰
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

能
力
発
揮
や
職
域
拡
大
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
な

市
教
委
は
、
１２
月

１
日
以
降
生
ま
れ
の

新
生
児
と
転
入
（
予

定
）
者
の
市
内
認
可

保
育
施
設
（
公
立
認

定
こ
ど
も
園
と
伊
丹

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

の
２
・
３
号
含
む
）

へ
の
来
年
４
月
入
所

の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

西
伊
丹
保
育
園

（
寺
本
５
）
・
い
ず

み
幼
稚
園（
荒
牧
７
）

・
白
ゆ
り
幼
稚
園

（
春
日
丘
３
）
は
直
接
、
各
園
へ
。

&
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
来

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
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同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
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画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進

市
内
２
事
業
所
を
表
彰

新生児・転入者

保育施設申し込み受け付け

★

み
ん
な
で
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス


